
はじめに
本稿では、世界の主要な天然でん粉（コーンス

ターチ、タピオカでん粉、ばれいしょでん粉、小

麦でん粉）および化工でん粉の2019年の生産・消

費動向および2021年までの消費見通しについて、

農産物の需給などを調査する英国の調査会社LMC 

Internationalの調査結果を中心に報告する。

○本稿に関する留意点

・ でん粉は、需要に応じ生産・供給される状況に

あり、世界全体でみるとおおむね生産量≒消費

量であることから、本稿においては、在庫につ

いては考慮していない。

・ 本稿における報告対象は、天然でん粉および化

工でん粉であり、糖化製品は、含まない。

・重量は、すべて製品ベースである。

１．生産概況
2019年の世界のでん粉生産量は、4398万トン

（前年比3.3％増）とやや増加した（図１）。このうち、

コーンスターチが全体の約44％と最も多く、次い

で、化工でん粉とタピオカでん粉がともに約21％、

小麦でん粉が約７％、ばれいしょでん粉が約４％と

なっている。

増減の推移を見ると、でん粉全体では、2000年

の調査以降、一貫して増加傾向にある。種類別に見

ると、ばれいしょでん粉は前年比6.2％減とかなり

の程度減少したものの、その他のでん粉が前年を上

回り、特に市場規模がコーンスターチ、化工でん粉

に次いで大きいタピオカでん粉は、前年比6.0％増

と最も高い増加率を示した（表１）。

でん粉は、需要に応じ生産・供給される状況にあ

ることから、その価格は需給バランスよりも原料価

格の変動による影響を大きく受ける。2019年の各

種でん粉の輸出単価（世界平均：米ドル換算）を見

ると、タピオカでん粉のみ前年を下回った（図２）。
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【要約】
　2019年の世界のでん粉生産量は、前年からやや増加し、2000年以降、一貫して増加傾向にある。種類
別に見ると、ばれいしょでん粉が前年をかなりの程度下回ったが、その他の種類で前年を上回り、特に市
場規模が３番目に大きいタピオカでん粉が、最も高い増加率を示した。消費量も生産量と同様、増加傾向
にあり、2019年にばれいしょでん粉を除いたすべてのでん粉で増加した。2020年は、新型コロナウイル
ス感染症の影響により需要は落ち込むものの、2021年には、いずれのでん粉においても回復すると予測
されている。

世界のでん粉需給動向（2019年度）

調査情報部



２．種類別動向
（１）コーンスターチ

コーンスターチの生産は、アジアが生産量全体の

７割強を占め、次いで北米、欧州とそれぞれ１割強

となっている（表２）。2019年の地域別生産量を

見ると、アフリカ、北米、大洋州以外の地域で前年

を上回った。

コーンスターチの最大の生産国である中国では、

食品産業および工業分野からの需要の高まりによ

り、生産量が堅調に伸びており、2019年は世界の

生産量の５割を超える約1050万トンに達した。輸

出も2019年は堅調に推移し、ほとんどの製品は

タイのキャッサバでん粉と競合する東南アジアの

国々に出荷された。中国産コーンスターチがタイ産

キャッサバでん粉に比べて安価であったため輸出が

40％増加した。

消費量は生産と同様、アジアが主要消費地域で

あり、2019年は北米以外のすべての地域で前年を

上回った。2020年は、新型コロナウイルス感染症

表１　種類別でん粉生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2017 年 2018 年 2019 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

コーンスターチ 17,950 18,629 19,144 2.8% 17,923 18,376 18,838 2.5% 18,108 ▲ 3.9% 18,379 1.5%

タピオカでん粉 9,116 8,692 9,216 6.0% 9,109 8,688 9,232 6.3% 8,770 ▲ 5.0% 9,014 2.8%

ばれいしょでん粉 1,922 1,865 1,749 ▲ 6.2% 1,913 1,872 1,743 ▲ 6.9% 1,707 ▲ 2.1% 1,775 4.0%

小麦でん粉 2,591 2,934 3,107 5.9% 2,603 2,961 3,134 5.8% 3,051 ▲ 2.6% 3,281 7.6%

化工でん粉 8,831 8,979 9,240 2.9% 8,808 8,961 9,205 2.7% 8,870 ▲ 3.6% 9,155 3.2%

その他 1,464 1,491 1,528 2.5% 1,467 1,488 1,540 3.5% 1,480 ▲ 3.9% 1,553 5.0%

合計 41,874 42,590 43,984 3.3% 41,823 42,347 43,692 3.2% 41,986 ▲ 3.9% 43,157 2.8%

資料：LMC International
注１：2020年以降は予測値。
注２：四捨五入の関係から、合計と増減率は必ずしも一致しない。

これは、主要輸出国のタイで原料となるキャッサバ

が豊作であったことが背景にある。しかし、下落傾

向にあった2017年までの価格と比較すると、依然

として高い水準にある。

図２　種類別でん粉の輸出単価の推移
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表２　コーンスターチ生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2017 年 2018 年 2019 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アフリカ 470 483 477 （2.5） ▲ 1.2% 608 562 574 （3.0） 2.3% 536 ▲ 6.8% 542 1.2%

アジア 12,523 13,181 13,607 （71.1） 3.2% 12,631 13,125 13,522 （71.8） 3.0% 12,927 ▲ 4.4% 13,196 2.1%

中米・カリブ海 0 0 0 （0.0） － 72 61 65 （0.3） 5.3% 62 ▲ 3.9% 65 5.0%

欧州 1,962 1,979 2,132 （11.1） 7.7% 1,688 1,691 1,785 （9.5） 5.6% 1,756 ▲ 1.7% 1,728 ▲ 1.6%

北米 2,455 2,445 2,360 （12.3） ▲ 3.5% 2,400 2,410 2,365 （12.6） ▲ 1.9% 2,320 ▲ 1.9% 2,330 0.4%

大洋州 43 43 29 （0.2）▲ 32.6% 50 52 52 （0.3） 1.0% 52 ▲ 1.4% 52 1.0%

南米 497 498 539 （2.8） 8.2% 474 474 475 （2.5） 0.1% 456 ▲ 3.9% 465 1.8%

合計 17,950 18,629 19,144（100.0） 2.8% 17,923 18,376 18,838（100.0） 2.5% 18,108 ▲ 3.9% 18,379 1.5%

資料：LMC International
注１：2020年以降は予測値。
注２：かっこ内はその地域がコーンスターチ生産量または消費量全体に占める割合（%）。
注３：四捨五入の関係から、合計と増減率は必ずしも一致しない。
注４：「０」は１トン未満を表し、「－」は事実不明なもの。
注５：以下の表における資料および注１から注４は、表２と同じ。

（COVID-19）の影響によりにすべての地域で前年

を下回るとされているものの、2021年には欧州を

除くすべての地域で前年を上回る見込みである。

コーンスターチの最大の消費国でもある中国の消

費をみると、配送時の包装用途向けや製紙向けが堅

調に推移してきたが、2020年初頭の都市封鎖の影

響により、長期保存食品向けのでん粉需要は増加し

たものの、包装用途向けや製紙向けは減少した。需

要はゆるやかに回復しているものの、経済の低迷に

よって、包装用途向けの需要は影響を受けると考え

られる。

また中国では、2019年第４四半期以降、トウモ

ロコシ価格が上昇している。これは、アフリカ豚熱

の影響で大幅に減少していた豚飼養頭数が、ここに

きて急速に回復する一方で、飼料に仕向けられる国

内のトウモロコシ在庫量が予想よりも低いことが要

因と考えられる。近年、中国は膨大なトウモロコシ

備蓄量を活用してトウモロコシの需要を満たしてい

たが、需要に対し生産が追い付いていないため、国

内の生産量と消費量との乖
かい

離
り

が、今後はさらに拡大

するものとみられている。

（２）タピオカでん粉
タピオカでん粉の生産は、アジアが生産量全体の

９割弱を占めている（表３）。2019年の地域別生

産量を見ると、中米・カリブ海で前年を下回ったも

のの、それ以外の生産地域では増加している。

世界最大のタピオカでん粉の生産・輸出国であ

るタイでは、2018年後半から2019年初めにかけ

て、天候回復や、収益性の劣るサトウキビからのタ

ピオカでん粉の原料作物であるキャッサバへの転作

などによって作付面積が増加しており、2019年、

2020年は、ともに豊作となったことから原料価格

は下落傾向にある。一方、タイに次ぐ主産地である

カンボジアやベトナムでは、キャッサバモザイク

病（注）の流行や頻発する異常気象による影響を受け、

カンボジアでは減産となった。

（注） ウイルスの感染によって葉に斑点ができる病気で、光合成
が十分に行われず、最終的には作物自体が枯れてしまうこ
とから、収穫量が大幅に減少する。ベトナムのほかに、近
隣国のタイでも流行している。

消費量は生産と同様、アジアが主要消費地域であ

り、消費量全体の約９割弱を占めている。同年の消

費量は、主要消費地域であるアジアを中心に多くの
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地域で増加したことにより、全体でも前年に比べ

かなりの程度増加している。2020年の消費量は、

COVID-19の影響によりいずれの地域も前年を下

回るとされている。

表３　タピオカでん粉生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2017 年 2018 年 2019 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アフリカ 203 212 223 （2.4） 5.2% 224 230 239 （2.6） 3.8% 231 ▲ 3.2% 236 2.3%

アジア 8,154 7,694 8,191 （88.9） 6.5% 7,922 7,464 7,996 （86.6） 7.1% 7,615 ▲ 4.8% 7,818 2.7%

中米・カリブ海 3 6 5 （0.1）▲ 16.7% 6 5 5 （0.1） 8.2% 5 ▲ 1.5% 5 2.2%

欧州 0 0 0 （0.0） － 48 56 61 （0.7） 8.9% 58 ▲ 5.1% 61 4.6%

北米 0 0 0 （0.0） － 112 123 124 （1.3） 0.4% 115 ▲ 6.7% 121 5.4%

大洋州 0 0 0 （0.0） － 18 19 17 （0.2） ▲ 9.1% 15 ▲ 14.0% 16 7.9%

南米 756 780 797 （8.6） 2.2% 780 791 790 （8.6） ▲ 0.1% 731 ▲ 7.5% 756 3.3%

合計 9,116 8,692 9,216（100.0） 6.0% 9,109 8,688 9,232（100.0） 6.3% 8,770 ▲ 5.0% 9,014 2.8%

注：資料および注１から注４は、表２と同じ。

コラム１　日本に輸入されるタピオカ『でん粉』とタピオカ『調製品』の関係
2019年といえば、ラグビーワールドカップの日本大会が開催され、日本代表チームが活躍したことか

ら「ONE TEAM」という言葉が流行した年である。また、街中ではその食感や見た目の新鮮さが評価され、

タピオカドリンク店が次々に開店するなか、購入するための長蛇の列ができ、その流行に対し「タピる」と

いう言葉も造られたほどであった。

そのドリンクにトッピングされていたパール（粒）状タピオカの多くは、タピオカでん粉に砂糖などを加

えた調製品として、台湾、タイ、中国などから加工されて輸入されている（注１）。

輸入量を見ると、タピオカ調製品は2019年に前年比で3.9倍と大幅に増加したが、2020年はCOVID-19

の影響などを背景に、前年比で60％近く大幅に減少する見込みとなっている（コラム１－図）。また、同年

の輸入単価は2016年と比べて２倍と大幅に上昇しており、近年のタピオカブームによる調製品需要の増加

が影響したと考えられる。

他方、本稿で取り扱う「タピオカでん粉」は、タピオカ調製品の原料でもある。ばれいしょでん粉など

と同じ白色の粉末状のもので、タイからの輸入量が圧倒的に多く、次いでベトナムからとなっている（注２）。

輸入単価は、タピオカ調製品が１トン当たり41万120円（2020年10月時点）に対して、原料であるタピ

オカでん粉は同４万6049円（時点同じ）と安価であり、輸入量をみると、2019年は、タピオカ調製品に

比べて6.1倍もあり、タピオカでん粉の利用性の高さがうかがえる。

注１： 輸入統計品目番号1903.00「タピオカ及びでん粉から製造したタピオカ代用物（フレーク状、粒状、真珠形、ふるいかす状そ
の他これらに類する形状のものに限る。）」

注２： 輸入統計品目番号1108.14「マニオカ（カッサバ）でん粉」。なお、キャッサバはマニオカ、カッサバなどとも表記される。菓
子や加工食品などの食品産業用の他に、製紙や段ボールなどの工業用にも使われる。
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（３）ばれいしょでん粉
ばれいしょでん粉の生産は、欧州が生産量全体の

６割強を占め、次ぐアジアが３割強となっている（表

４）。2019年の地域別生産量を見ると、北米は前年

を上回ったものの、欧州とアジアは前年を下回った。

主産地である欧州では、2018年の干ばつによっ

て、でん粉用ばれいしょが減産となったことにより、

ばれいしょでん粉市場は縮小した。しかし、2019

年の収穫量は回復し、2020年の生育も良好であるこ

とから、ばれいしょでん粉市場の再興が見込まれる。

一方、消費量を見ると、アジアが最大の消費地

域で全体の５割弱を占め、その他、欧州、北米が

主要消費地域となっている。2019年は、北米を除

く主要消費地域を中心に前年を下回った一方、北

米や大洋州は前年を上回った。2020年の消費量は

COVID-19の影響によりすべての地域で減少する

ものの、2021年はいずれの地域も前年を上回る見

通しとされている。

表４　ばれいしょでん粉生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2017 年 2018 年 2019 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アフリカ 0 0 0 （0.0） － 12 12 11 （0.6） ▲ 5.0% 10 ▲ 11.1% 11 5.6%

アジア 628 604 554 （31.7） ▲ 8.3% 996 936 824 （47.3）▲ 11.9% 804 ▲ 2.5% 843 4.9%

中米・カリブ海 0 0 0 （0.0） － 9 9 9 （0.5） ▲ 2.9% 8 ▲ 4.6% 8 3.6%

欧州 1,199 1,174 1,105 （63.2） ▲ 5.9% 620 636 624 （35.8） ▲ 1.9% 623 ▲ 0.1% 642 3.0%

北米 93 85 88 （5.0） 3.5% 219 224 225 （12.9） 0.4% 215 ▲ 4.6% 222 3.4%

大洋州 0 0 0 （0.0） － 13 13 15 （0.8） 10.9% 14 ▲ 5.5% 14 4.3%

南米 2 2 2 （0.1） 0.0% 44 43 35 （2.0）▲ 17.6% 33 ▲ 6.1% 35 6.3%

合計 1,922 1,865 1,749 （100.0） ▲ 6.2% 1,913 1,872 1,743（100.0） ▲ 6.9% 1,707 ▲ 2.1% 1,775 4.0%

注：資料および注１から注４は、表２と同じ。
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（４）小麦でん粉
小麦でん粉の生産は、欧州が生産量全体の４割強

を占め、次いでアジアが３割強、北米が２割弱となっ

ている（表５）。2019年の地域別生産量を見ると、

大洋州で減少したものの、その他の地域では軒並み

増加した。消費量を見ても、欧州、アジアが主要消

費地域であり、2019年は消費量が比較的少ないア

フリカを除いて、すべての地域で前年を上回った。

2020年の消費量はCOVID-19の影響によりアジア

を除くすべての地域での減少が見込まれるものの、

2021年にはこれらすべての地域で回復することが

予測されている。

小麦でん粉は、コーンスターチやタピオカでん粉

に比べて生産量が少ないが、植物性たんぱく質需要

の高まりにより、副産物として生産されるグルテン

がさまざまな用途に利用できることから収益性が良

いとされている（注）。この流れを受け、欧州ではで

ん粉原料をトウモロコシから小麦に切り替えたり、

新たな製造工場への投資が行われたりする動きが見

られるなど、今後の成長が期待されている。

注： 小麦グルテンは、ボリュームが出にくい米粉パンに入れて
膨らみを助けるなど食品のほか、ペットフードや水産養殖
用飼料などさまざまな用途に利用されている。

表５　小麦でん粉生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2017 年 2018 年 2019 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アフリカ 0 0 0 （0.0） － 11 10 3 （0.1）▲ 66.0% 3 ▲ 5.1% 3 6.9%

アジア 676 915 985 （31.7） 7.7% 810 1,109 1,140 （36.4） 2.7% 1,142 0.2% 1,263 10.5%

中米・カリブ海 0 0 0 （0.0） － 2 1 1 （0.0） 2.1% 1 ▲ 2.0% 1 3.1%

欧州 1,164 1,203 1,329 （42.8） 10.5% 1,137 1,189 1,309 （41.8） 10.1% 1,242 ▲ 5.1% 1,328 6.9%

北米 550 560 565 （18.2） 0.9% 553 565 581 （18.5） 2.8% 566 ▲ 2.5% 587 3.6%

大洋州 160 220 180 （5.8）▲ 18.2% 56 57 59 （1.9） 2.1% 57 ▲ 2.2% 59 3.2%

南米 41 36 48 （1.5） 33.3% 34 30 41 （1.3） 37.2% 39 ▲ 6.7% 40 4.1%

合計 2,591 2,934 3,107（100.0） 5.9% 2,603 2,961 3,134（100.0） 5.8% 3,051 ▲ 2.6% 3,281 7.6%

注：資料および注１から注４は、表２と同じ。

（５）化工でん粉
化工でん粉の生産は、アジアが生産量全体の約

45％を占め、次いで欧州と北米がそれぞれ約25％

となっている（表６）。2019年の地域別生産量を

見ると、北米を除いたすべての地域で増加した。消

費量を見ると、生産地域と同様、アジア、北米、欧

米が主要消費地域であり、2019年は北米を除いた

すべての地域で前年を上回った。アジアでの増加が

目立つ背景には、中国における需要の増加が挙げら

れる。また消費量は、2020年はCOVID-19の影響

によりすべての地域での減少が見込まれるものの、

2021年には欧米を除いたすべての地域で前年を上

回ると予測されている。

化工でん粉は、全てのでん粉の中で、コーンスター

チに次いで大きな市場であり、消費量の増加率は前

年比2.7%と、前年に引き続き増加傾向にある。欧

米では、政府によって安全性が確認されているもの

であっても、化学的な添加物を避ける傾向にある消

費者が増加する傾向にあり、食品製造企業はクリー

ンラベル（添加物を含まず、消費者に分かりやすく

食品成分を表示すること）への対応が求められてい

る。こういった状況下で、特に化工でん粉の中でも

化学変性を加えず、加熱などの物理的な変性を加え

たものは、機能性を持ちつつも自然な食品原料とみ

なされることから、需要が高まる傾向にある。
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表６　化工でん粉生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2017 年 2018 年 2019 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アフリカ 43 44 47 （0.5） 6.8% 138 147 157 （1.7） 6.9% 146 ▲ 7.0% 150 2.2%

アジア 3,809 3,921 4,164 （45.1） 6.2% 3,994 4,131 4,361 （47.4） 5.6% 4182 ▲ 4.1% 4460 6.7%

中米・カリブ海 0 0 0 （0.0） － 17 18 19 （0.2） 3.7% 18 ▲ 5.6% 19 6.8%

欧州 2,232 2,261 2,298 （24.9） 1.6% 1,937 1,970 2,011 （21.8） 2.1% 1939 ▲ 3.6% 1856 ▲ 4.3%

北米 2,335 2,325 2,290 （24.8） ▲ 1.5% 2,250 2,210 2,165 （23.5） ▲ 2.0% 2120 ▲ 2.1% 2190 3.3%

大洋州 75 95 95 （1.0） 0.0% 100 106 111 （1.2） 4.8% 106 ▲ 5.2% 110 4.4%

南米 337 333 346 （3.7） 3.9% 372 380 381 （4.1） 0.4% 359 ▲ 5.7% 370 3.0%

合計 8,831 8,979 9,240（100.0） 2.9% 8,808 8,961 9,205（100.0） 2.7% 8870 ▲ 3.6% 9155 3.2%

注：資料および注１から注４は、表２と同じ。

コラム２　でん粉から作られるスイーツの数々
でん粉ならではの食感が楽しめるスイーツをいくつかご紹介したい。

まず、見た目にもきれいなトルコの伝統的なお菓子「ロクム」。世界では”ターキッシュデライト（トルコ

の喜び）”という名前で広く知られているお菓子だ。15世紀頃にオスマン帝国の宮廷で出されるようになっ

たことが始まりと言われている。当時は宮殿で皇帝たちに出されるいわば宮廷スイーツで、贅
ぜい

沢
たく

な砂糖菓子

の一つだったという。今では、トルコのレストランやカフェで、食後のトルココーヒーやチャイとともに「ロ

クム」を添えて出すお店もあり、日本のお茶請けのような一品として、トルコではなじみの深いお菓子であ

る。

原料は、でん粉と砂糖と水とナッツ（クルミ、ピスタチオ、アーモンド、ヘーゼルナッツ、ココナッツなど）

で、これらを加えて小さなキューブ状に成型する。ゆべし（柚餅子）やグミに近いもちもちとした食感が特

徴のお菓子である。

次に、フランス発祥といわれている伝統あるスイーツのブラマンジェについて紹介する。ブラマンジェは

フランス語で白い食べ物の意で、ゼラチンをゲル化剤としアーモンドミルクを用いるフランス風のブラマン

ジェと、コーンスターチに砂糖・牛乳を加えて作る英国風のブラマンジェ（コーンスターチプディング）の

２種がある。英国風のブラマンジェは、身近な素材を用いて家庭で簡単に作ることのできる代表的な冷菓と

いえる。作り方は、でん粉と砂糖を混ぜ、牛乳を少しずつ加えて、ダマのないように溶き伸ばし撹
かく

拌
はん

しなが

ら加熱する。コーンスターチは糊化する温度が96度と高く、糊化されると粘弾性のある、 求
ぎゅう

肥
ひ

に似た食感

が得られる。

最後に、最近メディアで取り上げられることが多く、でん粉由来のスイーツとしてタピオカの次に日本で

流行するのではないか、といわれている台湾カステラを紹介する。台湾カステラとは、もともと台北市近郊

の淡水名物だった台湾式のスポンジケーキのことである。ふわふわプルプルで、口の中に入れると空気を多

く含んでいるためシュワっと消えていくような食感が特徴である。日本のカステラと比べて、ふわふわとし
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て、きめ細かい生地のため、焼き立てを揺らすと、プルプルと揺れるほど柔らかい。通常であれば、その

ような柔らかさやふくらみは、冷めると同時にしぼんでしまうのだが、焼き上がり後も持続させるために、

原材料にでん粉が使われている。カステラの生地を混ぜ合わせた際にできるでん粉の架橋構造（注）が、焼

き上がり後の特徴的な食感を維持するために役立っている。

（注）でん粉の分子内または分子間の水酸基が橋を架けたように結合すること。これにより、弾力などの特徴が現れる。

おわりに
世界のでん粉消費量は2020年に一旦大きく落ち

込むものの、傾向としては、2019年以降、2020

年を除いて１年あたり約２％の割合で増加し、

2024年には4648万トンとなり、2019年と比べ

６％上回って増加する勢いであると予測される（図

３）。種類別では、特にグルテン需要の高まりによっ

て、価格が安定している小麦でん粉で19％増加す

るほか、ばれいしょでん粉も14％増加すると見込

まれている。また、化工でん粉は経済情勢の影響を

受けやすい傾向にあるため正確な見通しを立てづら

いものの、2021年以降の消費量は堅調に推移する

と見込まれる。

世界的なでん粉需要の高まりの一方で、2018年

は干ばつによってのタイのタピオカでん粉は減産

した。また、欧州においても干ばつの影響によっ

て、2018年のでん粉用ばれいしょが不足したこと
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から、ばれいしょでん粉の価格が高騰した。2019

年は良好な気候により回復し、世界的なでん粉

需要も高まりを見せていたところに、2020年は

COVID-19が発生、拡大した影響により、でん粉業

界全体の需要が落ち込んだ。長期的にはでん粉の需

要は増加傾向にあるとみられるものの、COVID-19

の拡大が続いているといったマイナス要因も危惧さ

れるところ、COVID-19の動静を見据えつつ、今後

の需給動向について注視する必要がある。

0 10 20 30 40 50

その他

化工でん粉

小麦でん粉

ばれいしょでん粉

タピオカでん粉

コーンスターチ

合計

（百万トン）2019年 2024年

図３　種類別でん粉消費量見通し

資料：LMC International
　注：2024年は予測値
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